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健康分野における気候変動影響と

適応策の動向 ー熱中症を中心にー

資料２



1. 迫りくる気候変動

 地球温暖化（気候変動）とは

• 地球の平均気温は14℃前後．GHG
がなければマイナス19℃くらいに．

• 太陽光は地面を暖め，地表から放射さ
れる熱をGHGが吸収・再放射し，大気
を暖める．

• GHGが大量排出により大気中の濃度
が高まり，熱の吸収が増えた結果，気
温が上昇 → 地球温暖化

出典：https://www.jccca.org/chart/chart01_01.html
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1. 迫りくる気候変動

 福島県における気温の変化

• 福島県（福島）においては1.6℃/100年の割合で気温が上昇．

出典：A-PLAT（https://adaptation-platform.nies.go.jp/map/Ibaraki/index_past.html）



2. 健康影響の現状と将来

 熱中症救急搬送数（福島県）

• 福島県では熱中症により毎年1,000人前後の搬送者数が発生．

• 高齢者が全搬送数の50％以上を占める．⇒ 高齢者対策が重要に

• 発生場所については住居が約50%占める．⇒ 住居での対策が重要に

3

福島県における熱中症による救急搬送数の経年変化

出典：総務省消防庁資料及び環境省WBGTデータをもとに国立環境研究所が作成

福島県における日最高WBGTと救急搬送の発生場所



2. 健康影響の現状と将来

 熱中症救急搬送数（福島県）

• 日最高WBGTが30付近から搬送数が急増

• 同じWBGTの値でも初夏の方が搬送数が多い．⇒ 暑熱馴化が進んでいない
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出典：総務省消防庁資料及
び環境省WBGTデータをもとに
国立環境研究所が作成

福島県における日最高WBGTと熱中症救急搬送数の関係



 熱中症による死亡（全国）

• 熱中症による死亡者の8割を高齢者が占める．⇒ 高齢者対策が重要に

出典：熱中症対策推進会議「熱中症対策行動計画」（令和４年）
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2. 健康影響の現状と将来



 熱中症による死亡（東京23区，令和２年夏）

• 熱中症による死亡者（200人）の内訳をみると，９割が65歳以上の高齢者．

• ９割が屋内で亡くなっている． ⇒ 高齢者対策が重要に

• 屋内で亡くなった方のうち９割がエアコンを使用していなかった（屋内で亡くなった方のう
ちの約７割は単身者）． ⇒ エアコンの適切な利用が重要に

出典：熱中症対策推進会議「熱中症対策行動計画」（令和３年）
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2. 健康影響の現状と将来



 学校の管理下における熱中症（全国）

• 部活動が始まる中学生になると急に増え，特に高校1年生時に最も多くの生徒が熱中
症を発症

• 熱中症死亡事例は，近年は年間に０～２名程度と減少傾向に

出典：環境省・文部科学省 「学校における 熱中症対策ガイドライン作成の手引き」
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学校の管理下における熱中症の発生状況 学校の管理下における熱中症死亡事例の年次推移

（1975年～2019年）

2. 健康影響の現状と将来
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 学校での熱中症発生状況（全国）

• 運動種目別の熱中症発生状況を示す（小学校，中学校，高校，高等専門学校）

• 球技（野球，サッカー・フットサル，テニス等），陸上競技（短距離，持久走・長距離
走）での発生数が多い．
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運動種目別の熱中症発生状況（2020年）

出典：学校の管理下の災害 [令和3年版]をもとに作成

2. 健康影響の現状と将来



2. 健康影響の現状と将来
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出典：環境省「地球温暖化と感染症」(https://www.env.go.jp/earth/ondanka/pamph_infection/full.pdf)

 感染症



2. 健康影響の現状と将来
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出典：環境省WEB(https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/weather/article02.html)

 感染症（デング熱）

• ヒトスジシマカ（デング熱等を媒介
する蚊）がデングウイルスを保有
するとデング熱が発生

• ヒトスジシマカが生息する条件とし
て年平均気温がおよそ11℃程度

• 1950年代には栃木県が分布の
北限

• 2000年代には東北北部にまで
分布拡大が確認

• 2015年には青森県(八戸市・青
森市)と本州全域に達した



2. 健康影響の現状と将来

 気候変動による健康分野での影響

11出典：環境省 気候変動影響評価報告書（令和2年12月）
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RCP2.6

RCP8.5

RCP2.6（厳しく温暖化対策を実施）

RCP8.5（ほぼ温暖化対策を実施せず）

2.6-4.8℃

0.3-1.7℃

1986-2005年の平均値
を基準（0℃）

出典：http://www.jccca.org/ipcc/ar5/wg1.html を改編

2. 健康影響の現状と将来

 将来の温室効果ガス濃度と気温



2. 健康影響の現状と将来

 気候・気象への影響

 猛暑日の日数の将来変化

• 将来気候（2076～2095年）と現在気候（1980～1999年）との差を示す．

• 沖縄・奄美で 54 日増加するなど，全国的に有意に増加し，沿岸部など標高の低い
地域でより多くの増加がみられる．

出典：気象庁「地球温暖化予測情報 第９巻」

RCP8.5
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 熱中症

• 熱中症救急搬送率と日最高気温／日最高WBGTの関係式

• 日最高気温／日最高WBGTが上昇すると熱中症救急搬送率も増加

出典：https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_1-4.pdf
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2. 健康影響の現状と将来

搬送率
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

 RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
・21世紀半ば：1.72 倍
・21世紀末：1.79 倍

 RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
・21世紀半ば：1.72 倍
・21世紀末：4.45 倍

2. 健康影響の現状と将来

 熱中症

 熱中症救急搬送数の将来予測

基準期間1981-2000年との比；

MIROC5）

全国における熱中症救急搬送数

年
平成
30年

令和
元年

令和
2年

令和
3年

令和
4年

期間
5/1-
9/30

6/1-
9/30

5/1-
9/30

5/1-
9/30

全国 95,137 71,317 64,869 47,877 71,029

出典：総務省消防庁 各年の「熱中症による救急搬送状況」より作成



 熱関連超過死亡（熱ストレス超過死亡）

• 気温に影響される死因として代表的なものは熱中症だが，それ以外にも未知のものも含
め数多く存在する．

• 死因は一つでなく，気温が関係していても他の要因が大きければそちらが死因として選択
される．したがって，総死亡でとらえた方がよい．

• 至適気温（OT）において相対リスクが最も低くなる．
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出典：https://www.restec.or.jp/recca/_public/event2011_data/poster/S-8_honda.pdf

2. 健康影響の現状と将来
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出典：気候変動適応情報プラットフォーム「全国・都道府県情報」
http://a-plat.nies.go.jp/webgis/index.html

21世紀半ば
2031-2050年

21世紀末
2081-2100年RCP2.6

RCP8.5

 RCP2.6
（厳しく温暖化対策を実施）
・21世紀半ば：2.40 倍
・21世紀末：2.50 倍

 RCP8.5
（ほぼ温暖化対策を実施せず）
・21世紀半ば：2.72 倍
・21世紀末：7.34 倍

2. 健康影響の現状と将来

 熱関連超過死亡（熱ストレス超過死亡）

 熱ストレス超過死亡数の将来予測

基準期間1981-2000年との比；

MIROC5）
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 複合災害（自然災害×健康影響）

• 自然災害に伴う影響

 夏季における停電 ⇒ エアコンが使えないことに伴う熱中症リスク上昇

⇒ 適応策：非常用電源としての再生可能エネルギーの活用（＋蓄電池の導入）

出典：朝日新聞

台風１５号の被害を受けた地域（千葉県）
 2019年9月，関東地方に上陸した

台風としては観測史上最強クラスの勢
力で上陸．

 千葉県を中心に甚大な被害が発生．
死者9人，重軽傷160人．

 停電の影響により，千葉県で9月9日
～15日の期間に498人の熱中症救
急搬送が発生．前週(2～8日）より
約3倍増加．

2. 健康影響の現状と将来



出典：温暖化から日本を守る 適応への挑戦，2012 19

 気候変動対策：緩和策と適応策

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策



3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

 熱中症警戒アラート
(気象庁・環境省)

• 熱中症の危険性が極めて高く
なると予測された際に，危険
な暑さへの注意を呼びかけ，
予防行動を促すための情報

 ある日または翌日の暑さ
指数（WBGT）が33℃
以上になると予想される場
合に発令される．

• 対象地域

 2020年度は関東甲信の
み発令

 2021年度から他の地域
に拡大
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出典：環境省WEB(https://www.wbgt.env.go.jp/about_alert.php）



出典：環境省WEB(https://www.wbgt.env.go.jp/alert_record_2022.php#pdf）より作成
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 熱中症警戒アラート

• 2022年には889回のアラートが発表された．

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策
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学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き（環境省・文科省）

• 文部科学省は，都道府県教育委員会等を通じて，熱中症事故の防止について通知
等を発出し，学校における熱中症対策を推進．
⇒ 熱中症対策のためのマニュアルやガイドラインを作成している教育委員会あり
⇒ 内容の充実度には大きな差があるのが現状

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

↓

• 環境省・文部科学省は，学校において実際に行われている熱
中症対策の事例や判断の参考となる事項について調査やヒア
リングを行い検討

⇒ 「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」を
作成

出典：文科省WEB（https://www.mext.go.jp/content/210528-
mxt_kyousei01-000015427_02.pdf）
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出典：文科省
WEB(https://www.mext.go.jp/content/210
528-mxt_kyousei01-000015427_01.pdf）3. 熱中症リスク軽減に向けた対策



 熱中症警戒アラート
暑さ指数（WBGT）

• 文部科学省「保健室の備
品等について（通知）」
（令和3年2月3日付け
局長通知）において，最
低限，保健室に備えるこ
とが適当である備品として
「WBGT（暑さ指数）計
」が挙げられている．

3. 熱中症リスク軽
減に向けた対策

出典：
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/sg_sef
/R0201/ref03.pdf 24



 熱中症予防のための運動指針中症

• 温度帯毎に可能な運動強度の目安が設
定されている．

• 気候モデル出力を用い，将来暑さ指数
（WBGT）が31を超える日数をカウント

⇒ 気候変動により暑さ指数が上昇し，
運動が中止となる日数が増加
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出典：公益財団法人日本スポーツ協会
東京を対象とした場合の暑さ指数（WBGT）31以上

の日数．気候モデルMIROC6より算定

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策
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出典： 環境省WEB(https://www.env.go.jp/content/900470344.pdf）

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策



出典：環境省WEB (https://www.env.go.jp/content/000121242.pdf）

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策
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熱中症特別警戒
情報に関するワー
キング・グループ
・熱中症特別警戒
情報の運用に関す
る指針（案）

指定暑熱避難施
設に関するワーキ
ング・グループ
・指定暑熱避難
施設の指定・設置
に 関 す る 手 引 き
（案）
・指定暑熱避難
施設の運営に関
する手引き（案）
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出典： 環境省WEB
(https://www.env.go.jp/content
/000136709.pdf ）3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

熱中症対策行動計画

• 熱中症対策実行計画及び気候変動適応計画（一部変更）が閣議決定（
2023/5/30）
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出典： 環境省WEB
(https://www.env.go.jp/content
/000136709.pdf ）3. 熱中症リスク軽減に向けた対策
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出典： https://www.ehime-np.co.jp/article/news202107190032

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

学校でのWBGTの観測（愛媛県）

• 愛媛LCCACによる学校でのWBGT観測は
，地元のテレビや新聞で報道(21/7/19)

• 愛媛LCCACによる東温市の小学校で熱
中症の予防方法学ぶ講習会(23/6/16)

出 典 ：

https://www3.nhk.or.jp/

lnews/matsuyama/2023

0616/8000016168.html



31出典： https://saiplat.pref.saitama.lg.jp/archives/1430

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

まちのクールオアシスマップ（埼玉県）

• 県内の公共施設や企業の協力を得て「まちのクールオアシス」事業を展開 ⇒ 熱中症の
情報発信や，外出時の一時休息所を提供

• 埼玉LCCACは，まちのクールオアシス協力施設の地図化を行い公開
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出典： https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20230421-OYO1T50004/

3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

独居高齢者に温・湿度計配布（鳥取市）

• 一人暮らしの高齢者に温・湿度計を配り，自発的な予防を促進

• 温・湿度計は，笑顔からしかめっ面まで４段階の顔パターンで熱中症のリスクを知らせる
機能付き

• 見守り活動にあたる民生委員を通じ，独居の75歳以上約3600人に配って予防を呼び
かけ
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3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

地域での取り組み
出典：気候変動適応情報プラットフォーム「国内外の適応策事例集」
https://adaptation-platform.nies.go.jp/db/measures/index.html#



3. 熱中症リスク軽減に向けた対策

福島県内での取り組み
出典：気候変動適応情報プラットフォーム「地域気候変動適応計画一覧」
（https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/plan/list.html）
にある計画より抜粋

地方公共団体名 計画名称 対策（適応策） ※熱中症に関するもののみを抜粋

福島県
福島県地球温
暖化対策推進
計画

県民が，熱中症予防行動に取り組むことができるよう，関係機関と連携し，新型コロナウイルス感染症予防の
ための新たな生活様式も踏まえた熱中症予防策や注意情報について，テレビやラジオ等の広報やホームページ
を活用した正しい知識の普及を図ります．学校においては，環境省・文部科学省から「学校における熱中症対
策ガイドライン作成の手引き」が示されており，これに基づいた対応に努めます．農林漁業者に対し，農作業
安全推進と併せて「熱中症対策」のチラシ配布や講習会等において注意喚起を行います．公共施設や商店な
どで冷房等を共有する「クールシェア」の推進により，熱中症の防止と省エネを両立します．

福島市
福島市脱炭素
社会実現実行
計画

・気象情報及び暑さ指数の提供や注意喚起，予防・対処法の普及啓発，発生状況等に係る情報提供等を
適切に実施します．（市）
・健康教育やパンフレットの配布等を通じて，市民の意識向上や，企業の取組の促進を図ります．（市民，
事業者，市）
・熱中症による救急搬送人員数の調査・公表や，予防のための普及啓発を行います．（市）
・農林業における作業では，炎天下や急斜面等の厳しい労働条件の下で行われている場合もあることから，
機械の高性能化とともにロボット技術やICTの積極的な導入により，作業の軽労化を図ります．（事業者）
・製造業や建設業等の職場における熱中症対策を推進します．（事業者）
・公共施設や商店などで冷房を共有するクールシェアの推進に協力します．（市民，事業者，市）

郡山市
郡山市気候変
動対策総合戦
略

●暑熱（熱ストレス）
極端現象の発生に関して，東北地方では発生件数が限られている熱波の発生や気温上昇による屋外活動の
制限及び屋外労働環境の悪化が懸念されるだけでなく，夏季に自宅で過ごす時間が長くなることによって，室
内・就寝時における熱中症や体力の低下が引き起こされ，生活の質の低下や人命の損失につながることが懸
念されます．熱中症の予防に関する情報発信・啓発，都市緑化に関する取り組み，地域における見守り活
動を引き続き実施していくことに加えて，気温予測・天気予報の精度向上，熱中症リスク評価指標の整備・
熱中症注意報の伝達システムの整備などを進めます．特に熱中症の予防に関する情報発信・啓発については，
世代や職業など市民の多様な属性ごとのきめ細かな対応に努めます．
暑熱による生活への影響
●気温上昇に伴い，ヒートアイランド現象が進み，児童生徒の通学時における熱中症の発生，夜間の熱中
症の発生，不眠などの健康被害の増大が懸念されることから，エアコンの適切な使用方法など，市民に対す
る熱中症対策に関する情報提供・啓発を進めます．都市緑化の取り組みを進めることによって，ヒートアイラン
ド現象の影響を緩和するとともに，ヒートアイランド現象に対応した都市インフラの整備や新技術の導入（遮熱
性舗装の導入など）を検討します．また，夏季の猛暑日など，気温の上昇や感染症の蔓延により，外出の
機会が減ることが想定されるため，リモートワークや生徒・学生のサマータイム導入など，市民の行動変容を促
す制度の見直しや新しい生活様式の定着に努めます．

いわき市
第３次いわき市
環境基本計画

・広報紙やホームページなどを活用し，気候変動の影響に備える「適応」への理解と実践につながる情報の提
供（環境企画課）
・熱中症に関する注意喚起やクールシェアスポットの提供など，夏季の情報発信の強化（環境企画課 地域
保健課など）

白河市

白河市地球温
暖化対策実行
計画（区域施
策編）

【基本的な考え方】
・温暖化が熱中症に及ぼす影響を踏まえ，関連機関と連携しながら熱中症の注意喚起，予防・対処法の普
及啓発等の情報提供を適切に行います．
・学校での熱中症対策防止のため，屋外活動や休校日の適正化を関係機関と連携して検討します．
【共通的な取組】
・本市に出される熱中症警戒アラートに注視し，「暑さ指数」が33を超える予測が出た時には，適切に情報提
供を行うと同時に，避暑施設を住民に開放します．
・真夏日で最高気温が 30℃を超えると予測される日には，高齢者一人世帯等の見回りを地域住民組織と
連携して実施します．
・熱中症や感染症対策のための予防・対処法に関する教育・普及啓発活動を実施します． 34

地方公共団体名 計画名称 対策（適応策） ※熱中症に関するもののみを抜粋

須賀川市

須賀川市地球
温暖化対策実
行計画（区域
施策編）

具体的な取組（例）
市民：暑さ指数（WBGT）を確認して，熱中症に備える．
事業者：暑さ指数（WBGT）を確認し熱中症に備えるなど，従業
員の健康管理に努める．
行政：熱中症予防の啓発と注意喚起

天栄村

第1次天栄村
地球温暖化対
策実行計画
（区域施策編）

村の施策・事業
熱中症予防の啓発と注意喚起
村広報紙や防災無線での注意喚起
熱中症予防対策グッズの配布と注意喚起
高齢者世帯への経口補水液の配布

村民・事業者の取り組み
暑さ指数(WBGT)を確認して熱中症に備える．

棚倉町
棚倉町環境基
本計画

町の施策
〇熱中症予防の普及啓発
〇高温情報の発信
〇熱中症患者の輸送体制の確立

平田村

平田村地球温
暖化対策実行
計画（区域施
策編）

村の施策・事業
適応型健康対策の推進
熱中症予防の啓発と注意喚起

村民・事業者の取組
暑さ指数(WBGT)を確認して熱中症に備える．

浅川町

浅川町地球温
暖化対策実行
計画（区域施
策編）

町の施策・事業
適応型健康対策の推進
熱中症予防の啓発と注意喚起

町民の取組
暑さ指数(WBGT)を確認して熱中症に備える．

浪江町
浪江町地球温
暖化対策総合
計画

暑さ指数を活用した保育施設・小中学校・高齢者施設における対
策・予防の啓発
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• 既に多くの熱中症が発生している中，更なる気温上昇はより深刻な影響をもたらす．

• しかし，適切な対策を取れば熱中症は防げる影響である．

• 政府による熱中症対策の取り組みが進みつつある：「熱中症警戒アラート」，「熱中症対
策行動計画」，「学校における熱中症対策ガイドライン作成の手引き」，「気候変動適
応法の改正」ほか

• 福島県内においても既に様々な適応策が策定されている．

• 将来の気候変動も見据え，地域の特性を考慮した，きめ細やかな取組が必要に．

 キーワード： 普及啓発，暑さの把握，高齢者，住居，学校，事業者，等

• 国環研は適応取組の促進に向けた活動を推進していきます．

4. まとめ



ご清聴ありがとうございました


